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発表内容 【目的】福井県内の散発下痢症患者由来および市販鶏肉由来サルモネラ属

菌から,第 3 世代セファロスポリン低感受性サルモネラ属菌が分離された

ので,その特徴および人由来株および鶏肉由来株の関連性について調べた。

【方法】人由来株は,2007 年から 2010 年までに散発下痢症患者から分離さ

れた 151 株を供試した。また,鶏肉由来株は,同期間に購入した鶏肉 158 検

体から分離された 126 株を供試した。 

菌株は,血清型別および 12 剤の薬剤感受性試験を実施した。CTX に耐性

あるいは中間感受性の株は,PCR 法により blaCMY, blaSHV,blaTEM, blaCTX-M の

CTX-M-1, M-2, M-8 および M-9 グループの保有状況を調べた。さらに

CTX-M-GROUP が陽性となった場合は,塩基配列から CTX-M 型を決定した。 

【結果】薬剤耐性状況は,鶏肉由来株は平均3.5剤耐性,人由来株は平均0.7

剤耐性であった。また,CTX に耐性あるいは中間の感受性を示した株は,鶏

肉由来株が5株および人由来株が1株分離され,血清型および保有bla遺伝

子は表 1のとおりであった。 

表1 人および鶏肉由来bla遺伝子保有サルモネラ

分離年 由来 血清型 bla 遺伝子

2007 A 県鶏肉 S.Infantis blaTEM 

2010 人 S.Schwarzengrund blaCTX-M-2

2010 A 県鶏肉 S.Manhattan blaTEM 

2010 B 県鶏肉 S.Infantis blaCTX-M-3

2010 A 県鶏肉 S.Manhattan blaTEM 

2010 A 県鶏肉 S.Manhattan blaTEM 

【考察】今回,blaCTX-M 遺伝子保有であった,人から分離された S. 

Schwarzengrund および鶏肉から分離された S. Infantis は,近年分離率が

増加傾向にあり,動向に注意が必要である。 
 


